
はじめに

DC / AC反転モードでは、ユーザは、通常の動作モード、スリープモードへのインバータのこのシリーズを設定することができる。ユーティリティモードでは、自動電圧調整（AVR）機能、ユー
ティリティ課金機能（AC最初のモデル）およびUPSの機能を有している。この多機能性低周波数の純粋な正弦波インバーターは、安定した品質の利点は、強力な耐荷重能力及び長い寿命を有する。
また、貧しい環境で作業することができます。それは私たちの低周波数の第2世代です 純粋な正弦波インバーター I-P-XDシリーズ。

特徴

1、純粋な正弦波出力、フルパワー

2、CPU制御、インテリジェント制御、モジュール設計

3、LCDディスプレイの様々なパラメータ

図4に示すように、多機能設計（AVR、UPS）、余分な充電器が必要とされず、電気機器を保護することができる。

ユーザーが利用時間を拡大し、バックアップ電源の時間をする5、外部バッテリ接続、それは便利です

6、スーパー負荷運搬能力および高負荷容量では、抵抗負荷を駆動することができるだけでなく、インバータこの一連。しかし、モータ、空調、電気ドリル、蛍光灯、ガスランプなどの誘導性負荷の、
様々な種類。

図7に示すように、低周波回路設計、品質の安定、低故障率と長寿命（適切な動作の下で、それは、少なくとも5年間持続することができる）

8、完全保護：低電圧保護、高電圧保護、過熱保護、短絡保護、過負荷保護、アラーム警告

9、CE / EMC / LVD / RoHS指令承認

10、二年の保証、生涯技術サポート

機能 

1、DC（電池のみと負荷に接続された）反転モードにおける交流反転機能に、ユーザーがノルマに設定することができますリットルの作業モードまたはスリープモード

1.1、通常の動作モード：LCDディスプレイでFREQUNCYはどんなに01に設定されていないが、AC負荷を接続してだかに関係なく、インバータは、常に直流を交流に変換する。これ
は、AC負荷に電力を供給するために準備ができている。このモードでは、LCDは怒鳴るように、出力電圧が表示されます。

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/I-P-SP-China-manufacturer-solar-system-1500w.html


1.2、スリープモード：LCDディスプレイにおけるFREQUNCYが接続AC負荷の電力がインバータの定格電力の5％未満である02.Ifとして設定され、インバータからの出力はありま
せん。インバータのチップのみが動作しています。インバータの消費電力は1-6Wある。 LCDは、接続された負荷の力が5％を超えている場合には、インバータは自動的に5秒以内の負荷に電
力を供給するためにACをDCに変換され、出力電圧は0を示している。 ザ· LCD outpuを示していますトン 電圧。下に示すように：

                                  負荷の電源<インバータの定格電力の5％           
     インバータの定格電力の負荷の電源> 5％ 

2、インバータは、バッテリと、ユーティリティに接続されたUPSの機能は、ユーザーがそれを設定することができます ユーティリティ 最初 最初の（AC第一）のバッテリースタンバイモードや
バッテリー（DC最初の）ユーティリティスタンバイ]モード。 

2.1は、ユーティリティ最初（AC第一）のバッテリースタンバイモード：ユーティリティ、バッテリがインバータに接続されているときは、液晶ディスプレイの周波数は01に設定されている、
ユーティリティは前負荷に電力を供給します。ユーティリティが遮断されると、バッテリは自動的に電力インバータを介して電力を供給し続ける。

   手順は次のとおりです。

   ステップ1：ユーティリティが利用可能である場合、それは直接電圧が安定した後、同時に負荷を駆動する パワー·インバータを介してバッテリを充電 。

   ステップ2：ユーティリティが遮断されると、インバータが5msの内の無停電電源装置を確実にするために自動的にDCをACに変換する。

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/I-P-SP-China-manufacturer-solar-system-1000w.html#.VMhY3vSe65U


   ステップ3：ユーティリティが再び使用可能になると、インバータが自動的に同時に電力インバータを介して負荷と充電バッテリーに電力を供給するユーティリティに転送する。

 以下のようにワークフローを参照してください。 

怒鳴るように表示LCD：

                  
ユーティリティ供給電力と充電電池                   ユーティリティが利用できない、バッテリ供給電力 

2.2、バッテリーの最初の（第一DC）ユーティリティスタンバイUPSモード：ユーティリティ、バッテリがインバータに接続されると、LCDディスプレイにおけるFREQUENCY
が03に設定されて、電池は、ユーティリティの前に負荷に電力を供給する。バッテリ容量が十分でない場合には、ユーティリティが自動的に電源を供給していきます。

手順は次のとおりです。

ステップ1：バッテリが利用可能である場合には、電力インバータを介してAC負荷を駆動する。

ステップ2：バッテリが十分なパワーを持っていないときは、自動的に負荷に電力を供給するユーティリティに転送する

ステップ3：バッテリが完全に充電された後（などによって 太陽光や風力充電コントローラ）、それは自動的に電源インバータを介して負荷にバッテリ電力供給に転送されます。

 以下のようにワークフローを参照してください 

http://www.solarcontroller-inverter.com/products/I-Panda-PC-30A-software-MPPT-solar-charge-controller-Smart-2-series.html
http://www.solarcontroller-inverter.com/products/I-Panda-PC-30A-software-MPPT-solar-charge-controller-Smart-2-series.html


怒鳴るように表示LCD：

                     
     バッテリーが入手可能です                            バッテリーが使用できない、商用電源を供給 

パラメーター

モデル                            
パラメーター 3000VA

定格出力容量 2000W
ピーク電力 4000W
バッテリ電圧（DC） 24V / 48V / 96V（オ​​プション）
サイズW×D×H（mm）の 350 * 220 * 460
梱包サイズW×D×H（mm）の 370 * 240 * 480
正味重量（kg）の 23
総重量（キログラム） 25
一般パラメータ
作業モード 1 最初のユーティリティ（AC第一）のバッテリースタンバイモード

（設定） 2 スリープモード、ないユーティリティ、インバータ定格出力電力の5％よりも高い負荷の力、それは自動的に動作を開始します

 3 バッテリー最初（DC最初の）ユーティリティスタンバイUPSモード

AC入力 電圧 220V（オプション）35％110V + 35％±
周波数 3％または60Hz±3％±50Hzの（オプション）

AC出力 電圧 220V±3％または230V±3または240V±3％または100V±3％または110V±3％（オプション）
周波数 0.5±0.5または60Hz±50Hzの（オプション）

充電
AC充電電流 0〜15A
充電時間 バッテリ容量と量に依存する
バッテリ保護 自動検出、充放電保護、インテリジェントな管理



ディスプレイ
表示モード LCD
情報の表示 入力電圧、出力電圧、出力周波数、電池容量、負荷条件、ステータス情報

出力波形タイプ 純粋な正弦波出力、全高調波歪みTHD≤3
過負荷能力 > 120％1分、> 130％の10S

消費電力 スリープモード 1〜6W
通常モード 1〜図3（a）

変換効率 〜90％、80％
転送時間 <5msの（DC / DCにACにAC）
保護 過負荷、短絡、高入力電圧、低入力電圧、過熱

環境
温度 -10℃〜50℃
湿度  〜90％、10％
標高 ≤4000m

上記は、当社の標準パラメータです。予告なく変更すること。 
Dチームと我々、我々は独自のプロのインバータとコントローラ·R&アンプを持っている 
技術サポートおよびOEM ODMサービスを提供しています。 
他人 
デザイン、技術文書、ユーザーマニュアル、製品カタログ、etc.Research開発部門は2014年5月5日に2TH版を作ったの概要をご参照ください。






